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主 

題 

はい、私たちは変えることができる      “Yes we can change”   

アクション                      “Action” 

風となれ、ひかりとなれ          こころ豊かにあるために 輝くために   

限界を超えろ                “Y’s Power?  No limit!”   

聖 

句 

会長主題 

７日(水)  通常例会 

今期初めてのゲストス

ピーカーを迎えての例

会です。 

 

21日(水) 通常例会 

フレンドシップ例会。ゆと

りあるクラブ運営をと、今

期導入された施策の初

回例会です。 

８月 例会案内 

例会出席 

７月第一     １０名 

７月第二     １４名 

在籍者数     １６名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金           0円 

累 計          0円 

                 0円 

                                 

 

累 計            0円 

７月第一例会       0円 

７月第二例会       0円      

累 計       000円 

プリンスクラブも次々期で３５周年を迎えます。今期３５周年実行委

員長を拝命しメンバー間のコンセンサスを図り中身を検討する大役を仰せつかりました。私

自身も在籍が３０年目になっています。公私共にあっという間の月日の流れでした、ここで私

の３０年を回想したいと思います。入会させていただいた年の数か月前に京滋部部会をホス

トされ設立から３年ほどでの運営は全国に京都プリンスクラブの名を広めたと聞いておりま

す。そのパワー、団結力は素晴らしいものでした。京滋部とは現在の京都部がまだ京滋部と

呼ばれその名の通り京都と、滋賀のクラブが一緒に部を形成し、現在の西日本区も日本区

と呼ばれ現在の東日本区とも一緒に活動されていました。 

入会当初の思い出はメンバー数も多く、私の入会前後に１０数名のメンバー増があり伸び

盛りの状況でした、例会、委員会、役員会なども程よい緊張感がありクラブに集うことが私に

とってカンフル剤のような時間でした。周年事業としては、５周年は当時の会長の意向で対

外的な取り組みは控えクラブ内の充実を第一に考えられた運営でした。１０周年は盛大に開

催されプリンスホールを使ったパネルディスカッションではワイズメンだけでなく一般の方も

お招きして行い対外的にもアピールするような運営でした。思い出としては当時沖縄にあっ

た沖縄シーサークラブとＤＢＣを締結しその締結書を船便で神戸港まで送り神戸YMCAから

京都YMCAまでメンバーが２,３名のグループに分かれ陸路をリレー方式で運んだことも思い

出されます。私の担当区間は茨木から高槻の数キロでしたがこのことだけでも相当な労力が

かけられ、メンバーシップの賜物だと思います。 

１５周年は当時の会長の意向で派手な運営はしていませんが、メンバーの皆様もご存じで

あるサバエキャンプ場の炊事場建設がこの時の事業です。あの炊事場がなければ子供たち

のキャンプもやりにくいでしょうね！ 

２０周年はメンバーが楽しもうとの思いから当時の会長が韓国プサンで行われた国際大会

に参加しました、メンバー全員とはなりませんが三分の二以上のメンバーが参加され一番日

程的に参加が厳しかったメンバーはトンボ帰りでの参加でした。２５周年と、30周年について

は現有のメンバーはほとんどの方が体験済みですがサバエキャンプ場シャワールーム建設

が記念事業です。今期皆さんと35周年に向けた取り組みを一緒になって検討いただくわけ

ですが、私としては過去の周年にとらわれることなく今後のプリンスクラブの運営も含めた足

元を見て確かな一歩にできればと思っています。 

 35周年実行委員長  三村 良行 

平和を実現する人々は、幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる。 
マタイによる福音書５章９節 

 

Youth Activities 



今年も恒例のサバエキャンプ場開設ワークで、第３４代小野会長期プリンスクラブ

１年のスタートが切られました。早朝は梅雨の中休みを思わせる曇天で涼しい風も

吹いていましたが、午前９時オリエンテーションが始まる頃から気温が上がり始め、

ワークに着手する時は、梅雨明けを思わせる強い日差しで、熱中症に注意しなけれ

ばならない日和になりました。 

参加メンバーは小野会長、廣井、澤田、宇高、岡西、飯尾、蒔田、蒔田メネット、

森、斎藤、ゲスト野村（敬称略）の１１名でした。平均年齢は相変わらず高いですが、

全員「やる気」満々で、会長の挨拶に続き、プリンスの担当ワークは慣れた作業とは

言え、仕事量の多さは半端ではないので、午前中は草刈り、枯れ枝払いに集中し

て、午後は野外炊事棟、シャワー棟の整備、清掃作業で進める事に決定。 

草刈り機をマムシと漆の木に注意して１時間も振り回していると、汗が吹き出し背

中はびっしょり、目には汗が入りタオルで顔を、拭きながら日々の運動不足の生活

を大いに反省。休憩をはさんで、刈った草木を焼却場まで運ぶのに、例年通り軽ト

ラックのバッテリー上りの手当てをしてエンジン始動に漕ぎつけ、午前中のワークは

無事終了。 

昼食はウエストクラブ謹製サバエ名物三色カレー、今年は全員食欲もあり夏休み

の話題に花が咲きました。午後は野外炊事棟のシンク 洗濯機 冷蔵庫 かまど補

修・清掃にそれぞれ分かれて作業開始。１年間放置された品々は汚れと埃が蓄積

して、元の輝きを取り戻すまで擦り続けました。最後に三和土を水洗して２時過ぎに

ワーク終了。今年は蒔田メネット ゲストの野村氏にも参加して頂き、数の力を今更

ながら有り難いと思いました。 

２０19/7/7 
齋藤 謙治 7月第一例会   サバエ開設ワーク          

 2019年7月の第二例会は、新年度はじめての通常の例会場であるグランドプリンス

ホテルにて。小野会長から、「守るために変えてゆこう、すこしづつ」という今期の会

長主題に基づき、今後の京都プリンスワイズメンズクラブの存続のことも考えて、今ま

での慣習もあり踏襲しつつも、新たな試みを導入できそうなところは意見を求めなが

ら変えていきたいとのご挨拶をいただきました。私自身プリンスクラブに入会後1年

近くで、まだ慣れないことも多いですが、小野会長の主題に沿うように、こうあればよ

いのではないか、又は、こういうことを試してみませんかと提案できる環境になるよう

な期待を持っております。 

 そして当期については、入会2年目ではありますが、書記を務めさせていただくこ

ととなりましたので、微力ながらも小野会長をはじめ、クラブメンバーの支えとなれる

ように、全うしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 さて、例会は進み、食前の感謝ですが、藤尾連絡主事が欠席のため、司会三村ワ

イズからの無茶ぶりにて、斉藤ワイズを指名。大変驚かれておりましたが、斉藤ワイ

ズから残さず食べるというテーマをもとにご挨拶をいただき、和食での会食、そして

祇園祭の時期であるため、目で見て楽しめる夕食をいただくこととなりました。 

例会後半の定時総会となり、書記として私の任務である出席者確認、そして2018

年-2019年の第1号議案の事業報告を各委員長より、第2号議案の収支決算報告が

行われ、承認されました。引続き、2019年-2020年の第1号議案の会長主題及び活

動方針、第2号議案の役員及び委員会配属、第3号議案の年間スケジュール案、第

4号議案の事業委員会活動計画、第5号議案の収支予算計画案、そして追加議案

として第６号議案のメンバー入会金の軽減措置、そして第7号議案の一般会計の収

支を鑑み、特別会計からの補填を可能にすることについて、各メンバーより多数の

意見がありましたが、議案として承認を得ることができました。当期の事業委員の

方々より、活動に対する方針や計画を聞くと、参加することも楽しみでありますが、

私でもお手伝いできそうなことがあり、クラブの活動を通じて、なお一層プリンスクラ

ブのメンバー及び他クラブのメンバーとの交流、親睦を深められるように、一年を楽

しみたいと考えております。 

２０19/7/16 
岸 裕也 ７月第二例会    定時例会           



国際交流で先ずは、ハワイウエストオアフクラブのボブさんが、亡くなったのが今年最悪の本当に悲

しい出来事でした。常にクラブの事を考え我々プリンスのメンバーがお邪魔した時など最大限のおもて

なしをして頂き感謝の一語につきます。ご冥福をお祈りします。 

時期のハワイ区大会には、メンバー家族総出で行きたいもんですね！ 

国内DBC締結ですが、今期中に締結できればそれに越したことはないと思いますが、あまり焦らず

によく相手のクラブの事も調べさせて頂き何処のクラブとするのがプリンスにとって有意義なのかをメン

バー各位にも十分意見を聞かせて頂き遅くとも３５周年までには締結に漕ぎつけたいと思います。 

 今、プリンスクラブは35周年に向かい三村プロジェクト３５委員長を筆頭に色々と新しいことを考えて

頂いていると思います。今期EMC委員会としても、新しいメンバーを獲得する為にメンバー増強に特化

したあらゆる機会を模索・検討してまいります。新人メンバー獲得には、先ずは、親睦が第一優先と考

えます。ゴルフの好きなメンバーは、是非コンペを企画してください。お酒の好きなメンバーは、是非そ

のような計画をEMC委員会に提案して下さい。新入会員の獲得と同時にクラブメンバーの離脱がおこ

らないように、メンバー相互の理解と意思の疎通を図る場としての通常例会の場ではない場での忌憚

のない意見交換はクラブ活性化のために不可欠です。個々のメンバーとの人間関係構築を優先しプリ

ンスクラブのよき発展を目指しましょう！その先には、今期EMC最優秀クラブ賞獲得も夢ではなくなると

思います。 

 

西村 博 EMC・国際交流事業委員長に聞きました。        

 

澤田 哲平 BF・ファンド事業委員長に聞きました。          

 ようやく梅雨明けが告げられ、真夏モードに突入しましたね。急激な気温上昇でめずらしく食欲も落

ちつつも、ビールやアイスを（たくさん）食すため、案外体重が落ちない今日この頃です。 

 さて７月は今期第一弾のスイカファンドにご協力いただき、ありがとうございました。全販売数は370

玉、益金13万円程度と、昨年よりも若干下がってはいますが、まずまずだったのではないかと思いま

す。また再来年に迎えるクラブ35周年への事業資金として役立てられるよう、益金の一部をニコニコへ

も回させていただきました。 

 入会してかれこれ４年間スイカを購入していますが、この時期になると毎年プレゼントしている人たち

からは、今年もスイカを貰えるの？という声も聞かれ、やはり楽しみにしてくれている人たちがいるんだ

なと改めて実感。このように長く続けるというのは非常に重要で、ぶどう、年末のそばなど、恒例となるよ

うなもの、時期が来ると楽しみにしてもらえるような事業を今季生み出すことができればと考えていま

す。ただ現金を頂くというファンド事業においては、単に収益を上けることを目的としたものではなく、売

り手よし・買い手よし・世間よし、これらが揃ってこそだと思います。 

 喜んでもらえるよう頑張りますので、この1年どうぞよろしく願いいたします。 

 

森 伸二郎 広報・ブリテン事業委員長に聞きました。          

 今期は、ブリテンの発行を紙面ではなく、ＰＤＦファイルにて発行する事にしました。今まで発刊物

を紙面で読まれていた方には、ストレスとなる事と思われます。そういう私も画面上よりも紙面上の方

が、読んだという気がします。しかし敢えてＰＤＦファイルで配布する事にしました。 

ブリテンの使命としては広報です。それは、日々のクラブ活動を広く伝えると言う事と、もう一つ、クラ

ブ活動の履歴を将来に歴史として伝えると言う事だと思っています。そのブリテンの使命をより確実に

果たすために、ＰＤＦファイルで発行する事にしました。 

紙面で発刊しないことで、印刷する事が無くなり、また郵送での配布も無くなることで、より多くの人に

配布する為の作業とコストを考慮せずに配布できるという事です。またブリテンの保存を考えた時、保

管場所（誰が、何処で）が不要になり、作成と同時に一元的に保存され、必要な時に閲覧が可能にな

り、メンバー一人一人が保管する必要がなくなります。 

以上の事を考慮いただき、ブリテンのＰＤＦファイルでの発行にご理解をお願いいたします。 



報告事項 

●９月１日京都ホテルオオクラにて、メネッ

ト・女性メンバーの集いが開催されます。 

●ワイズデーに関西盲導犬センターブー

スを設置する。 

●10月５-６日 中津川市加子母にてファミ

リーキャンプを開催する。 

●８月第二例会にて今期新たに提案され

たフレンドシップ例会を開催する。 

 

承認された事項  

● なし 

    

  該当者 なし 
７日(水) 第一例会 

  19:00  グランドプリンスホテル 

21日(水) 第二例会 フレンドシップ 

  19:00  グランドプリンスホテル 

24日(土)～25日(日) 

     青い空と白い雲のキャンプ 

     サバエ教育キャンプ場 

27日(火) ブドウファンド  

        廣井事務所 

28日(水) 役員会 

  19:30 京都ＹＭＣＡ 

      

１．サバエ 秋祭り     
 京都YMCAサバエ教育キャンプ場を会場に秋祭り

を開催します。おいしいお食事屋台や楽しいゲー

ム・イベントがいっぱい、どなたでも楽しんでい

ただけるお祭りです。ぜひご参加ください。 

日  程： 2019年9月15日（日） 

場  所： 京都YMCAサバエ教育キャンプ場 

入 場 料： 入場無料 ※会場で飲食できる100円

×10枚つづりのチケットをご購入ください。 

お問合せ： サバエ教育キャンプ場 事務局

（TEL：075-255-4709） 

 

２．第2回京都YMCAチャリティーゴルフ「未来を

担う子どもたちを支援しよう」     
 集められた支援金は、京都YMCAが行う公益活動

のために使われます。京都YMCAに集う様々な会員

の皆様、つながりのある皆様が一堂に会し交流を

持つ機会にもなります。ぜひ、ご友人やお知り合

いの方もお誘いいただきご参加ください。 

日程：2019年10月30日（水） 

場所：センチュリー・シガ・ゴルフクラブ 

 〒520-3302 滋賀県甲賀市甲南町池田上梅田2118 

会費：15,000円（プレー費・昼食代・パーティー

代・チャリティー代含む） 

定員：80名（4名×20組）※定員になり次第締切りま

す。 

お申込み：京都YMCAチャリティーゴルフ事務局 

メール：kyoto@ymcajapan.org Fax：075-251-0790 

郵送、メールまたはFAXにてお申し込みください。 

締切：2019年9月17日（火） 

お支払い：代表者名で2019年10 月10日（木）までに

お振込みくださるようお願いいたします。 

郵便振替 口座番号 01030-6-733  

公益財団法人京都YMCA （フリガナ）ザイ）キョウト

ワイエムシーエー 

お問合せ：チャリティーゴルフ事務局（TEL：075-231

-4388）担当 藤尾 

 酷暑お見舞い申し上げま

す。家族で海に山にお出か

けの事と思います。熱中症

に気を付けて、楽しい思い

出を作ってください。 

 ϰϮ年ぶりの快挙。渋野日

向子プロに脱帽の夏。 


